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高い技術と豊かな表現力を絶賛されるピアニスト・今川裕代さん。 

7月に高輪区民センターで、若手ヴァイオリニストのアレクサンドラ・スムさんと共演され

ます。演奏会について、また、尽きることのないピアノへの愛について伺いました。

――高校時代高校時代高校時代高校時代ににににヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ留留留留学学学学をををを決心決心決心決心されたそうですねされたそうですねされたそうですねされたそうですね。。。。きっかけはきっかけはきっかけはきっかけは？？？？

高校3年生の時、ドイツのアンドレ・マルシャン先生のレッスンを受ける機会があり、「ぜ

ひ来なさい」とお声がけいただきました。最初は言葉の問題など大変なこともありました

が、クラシック音楽が生まれた文化や環境を肌で感じることができました。 

留学中は、年下の優秀なドイツ人ヴァイオリニストとデュオを組んで、各地で演奏会を行

いました。ソロだけでは得られない経験で、自分の音色や音楽の作り方にも影響があっ

て楽しかったですね。 

両親の理解と、良き師に恵まれたこと、そして私自身、ピアノが大好きという、この3つが

なければ実りある留学はかなわなかったと思います。

――本本本本当当当当ににににピアノピアノピアノピアノがおがおがおがお好好好好きなのですねきなのですねきなのですねきなのですね。。。。

そうですね。ピアノは、1台でオーケストラの響きから歌までを表現可能にしてくれます。 

また、古い楽器の音色も好きです。なんともいえない温かさとまろやかさがあり、弾いた

後、独特の響きが残る。使われていなかったピアノも、愛情を込めて弾き始めると、音が

変わって演奏に応えてくれるんです。本当に楽器は生き物だと思いますね。 

それで、リサイタルや学校などでの演奏だけでなく、日本各地のホールの倉庫に眠る古

いピアノを演奏する「公共ホールプロジェクト3000」という活動をはじめました。

――4月月月月にはにはにはには港港港港区区区区ののののレストランレストランレストランレストランででででカフェコンサートカフェコンサートカフェコンサートカフェコンサートをされましたねをされましたねをされましたねをされましたね。。。。

以前、食事に行った白金のレストランに使っていない古いピアノがあったことから、オー

ナーの方とお話しさせていただいて実現しました。N響のヴァイオリニストの方と共演し

ましたが、リラックスした雰囲気になって良かったです。

 

■プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール 

福井県出身。高校卒業後、シュトゥ

ットガルト国立音楽大学およびザル

ツブルク・モーツアルテウム国立音

楽大学修士課程首席卒業。「タッチ

の達人」などヨーロッパで高い評価

を得て、ザルツブルクと日本を拠点

に幅広く活動を展開している。09

年、10年には日本でもCDをリリー

ス。 

http://www.hiroyoimagawa.com/



――夏夏夏夏ののののコンサートコンサートコンサートコンサートもももも、、、、ヴァイオリンヴァイオリンヴァイオリンヴァイオリン奏者奏者奏者奏者のののの方方方方とのとのとのとの室室室室内楽内楽内楽内楽ですねですねですねですね。。。。

共演するアレクサンドラは、小柄ながらとても情熱的な演奏が魅力のヴァイオリニストで

す。プログラムはデュオの曲ばかりで、ヴァイオリン、ピアノともに聴きどころが多いと思

います。プロコフィエフやラヴェルの曲には技巧的でドラマチックな表現が散りばめられ

ていますし、ショーソンやチャイコフスキーは叙情的。刺激的な構成で、私自身、とても

楽しみにしています。

――夏夏夏夏にふさわしいにふさわしいにふさわしいにふさわしい、、、、おおおお二人二人二人二人のののの情熱的情熱的情熱的情熱的ななななハーモニーハーモニーハーモニーハーモニーがががが楽楽楽楽しみですねしみですねしみですねしみですね。。。。

室内楽は、聴衆からのエネルギーにより、本番中に思いがけないインスピレーションや

パワーが生まれます。相手のその瞬間の演奏にどう応えるかといった楽しみもあります

ね。これは、その場に居合わせた人だけが体験できる瞬間芸術の醍醐味です。 

ぜひ、国籍のちがう二人のデュオを、楽しんでいただければと思います。
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